画ア フターサー ビス 


•アつターサービスは、お買上げの販売店に、この製品の型名 （ BF 3905 または巨 F 390 6) 
及び故障状態を < わし < 連絡して < ださい。 

•引越し、あるいはご進物で、お買い上げの販売店にご相談いただけない場合は、畔社へご 
連絡 < ださい。 

•このストーブの保証については「保証書」に<わしく記載しておリますのでよ<お読かに 
なってください。 

•ストーブが万一故障した場合には「保証書」の記載内容によリ保証期間内は無料修理いた 
しますので「保証書」は大切に保管して<ださい。 

•次のような原因による故障及び事故につきましては、保証の巧象となリまだんのでご注意 
ください。 

① 灯油しソ外の燃料やで良灯油を使用したために起こった故障。（例えば、しん上下で良） 

② 取扱説明書に記載されている注意事項が守6れず誤った使い方をされた場合。 

•無料修理期間経過後の修理については、販売店にご相談<ださい。修理によって性能が維 
持できる場合は、有料修理致しまず。なお、メーカーは、販売店か6の注文によリ補修巧 
性能部品を販売店に供給します。 

このス I -ーブの補修用性能部品の最但保有期間は製造打切後6年でず。 

性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な部品でず。 

•このストーブには、しんを含めて必ず純正部品をご使用<ださい。間に合わだに他社の部 
品をお使いになると、思わめ故障が起こることも考え6れます。当社ではこれに巧しては 
責任をお弓 I 受けいたしかねます。 

•修理に出すとき、運搬するときは油を抜いてください。 


■故障•修理の際の連絡先 

•修理•故障などのアフターサービスについてごで明な点は、お買上げの販売店または、 
弊社にお問い合だ < ださい。 


「取扱説明書のダウン□ー ド」「メールでのお問い合わせ」などはホームページをご活用ください。 


www.aladdin-a に.(:〇の ( 「日本ェ—ァイシ- 1 度索 I で検索してください。"! 


曰本エー•アイ•シー株式舍巧 

(本社）干67已 -2462 兵庫県加西市別所町3 9巳 

TEL 0790-44-1 02日 FAX . 日 790-44-2 191 

(東京支店）干103-日013東京都中央区日本橋人形町 3-3-1 日 

日本橋 TEC ビル 4 F 
TEL 03-3249-1751 FAX . 日 3-3249- 1780 
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自然通気お開放ま石油ストブ 

取扱説明書 


BF3905 
BF 3906 


ご使用時にはこの取扱説明書をよく読んで、ブルーフレームヒー 
夕一を家族全員で正し〈使用してください。なお、この取扱説明 
書はな証書と共にぶずな存してください。 

♦使用時はぶず換気をしてください。 （1 時間に1〜2回） 
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このたびは ブルー フ レームヒー 
ターをお買い上げいただきまして 
ありがとうございました。この取 
扱説明書は寒い冬の日々を快適に 
おすごしになっていただくための 
正しい取り扱い方まを記載したも 
のです。ご使用前には必ずこの取 
扱説明書をお読みいただき、正し 
い使い方で末ながくご愛用くださ 
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のストーブは、検査工程で燃焼試験を巧っておりますので、しんに灯油を含ん 


でおり、又しんの先端が黒くなっております 



国安全のためにぶずお守りください 


■ここに示した事項は、 


A 危険^警告 A を意 


に区かしています。 


A 危険 

人が死 t 、 重傷を負う危険性がきわめて高いもの。 

または义災の危険がさしせまっているもの。 

A 警告 

人が死 t 、 重傷を負う可能性があるもの。 

または义災の可能性があるもの。 

A ま意 

人が傷害を負ったり物的損害の可能性があるもの。 


■イラスト（まんが）の横にある記号は々のことを表しています。 


(S ® ® 

禁止（してはいけないこと）を表しています。 

© ® 

強制（必ず実施していただくこと）を表しています。 

A 

注意（気をつけるか要があること）を表しています。 


国安全のためにぶずお守りくたさい 


1 . 


A を険 （ DANGER) 


ガソリン厳禁 

-ガソリンなど揮発性の高い油は、絶がに 
使用しないでください。 

义災の原因になります。 



A 警告 （ WARNING) 


1. スプレーち厳禁 

• スプレー吿やカセットこんろ用ボンベなどを 
ストーブの上や前に放置しないでください。 


熱でスプレー吿の圧力が上がり、爆発し、 
危険です。 



2. カーテン、可燃物近接厳禁 

-力ーテンや燃えやすいもののそばなどでは 
使用しないでください。 

义災の原因になります。 



3. 換気必要 


-換気せずに使用しつづけないでくださし、。 


酸素が不足すると、不完全燃焼し、一酸 
化炭素などが発生して中毒になるおそれ 
があります。 


•使用中は必ず1時間に1〜2回 （ 1〜2か) 
換気して、新鮮な空気を補給してくださし、。 



(窓の凍結、地下室など）換気が十分に行 
えない場所では、使用しないでくださし、。 
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国安全のためにぶずお守りください 


A 警告 （ WARNING) 


4. ホ類の乾燥厳禁 

-ホ類などの乾燥には使用しないでくださし、。 


衣類が落下して义がつき、义災の原因に 
なります。 



5. 寝るとき消义 

•寝るときや外出するときは、必ず消义して 

くださし、。 


予想しない事故が発生するおそれがあり 
ます。 



6. 給油時消义 

-給油は必ず消义してから行ってください 
义災の原因になります。 



7. 可燃性ガス使用厳禁 

•ストーブを使用している部屋で、可燃性ガ 
スが発生するもの（ベンジン、シンナ ー) 、 
スプレーを使用しないでください。 


义災や故障の原因になります。 



8. 空だき厳禁 

•なべ、やかんなどは空だきしないでくださし、。 
空だきすると义災の原因になります。 


0 


A 注意に AUTION) 


1 . 居室内給油禁止 

. 給油は必ず义の気のないところで行ってくださし、。 
义災のおそれがあります。 


0 
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国安全のためにぶずお守りくたさい 


A 注意 （ CAUTION) 


2. 燃焼中移動禁止 

-义のついたまま持ち運ばないでくださし、。 


やけどのおそれがあります。また転倒 
すると义災になるおそれがあります。 



3. 異常時使用禁止 

•におい、すすの発生、炎の色など異常燃焼 
を起こしたときは使用しないでください。 

緊急の場合でもあわてずにしんをさげて 
消义してください。 



4. 変質灯油禁止 

-変質灯油、不純灯油（汚れた油、水の混じっ 
ている灯油など）を使用しないでください。 


異常燃焼やしんが下がらなくなるおそれが 
あります。（么9ぺージ参照） 



5. 高温部接触禁止 

•燃焼中や消义直後は、高温部、ガードや上面板などに手など 
ふれないでください。やけどのおそれがあります。 

やかんやなべなどの取っ手が加熱されているこ 
とがありますので、やけどに注意してください。 



6. やかんやなべなどの使用を意 
-やかんなどをのせた場合は、振動や接触によってや 
かんの熱湯がこぼれ、やけどのおそれがあります。 

-水滴が燃焼部や内部にかかると異常燃焼や 
故障の原因になります。 



7. 大なべ禁止 

•上面板の外周からはみ出すような大きななべ、鉄板（指定に(外の 
補助具）をのせないでください。内部に熱がこもったり、炎が横 
にのびたりして異常燃焼のおそれがあります。 

•不安定なやかん、なべ、フライパンなどは使用しないでください 
転倒するおそれがあります。 


0 


8. 純正部品の使用 

-しんなどの部品は、必ず純正部品（指をされた部品）を使用し 
てくださし、。 


予想しない事故が発生するおそれがあります。 
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国安全のためにぶずお守りください 


A 注意に AUTION) 


9. 保管時にしていただくこと 

-長時間使用しないとき又はイ呆管するときは、必ずな油をないてくださし、。 
-傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

义災のおそれがあります。 

( 么26ぺージ参照） 



10. しんの下げすぎにを意 

-小さい炎で使用しないでくださし、。 


しんを下げすぎ、小さい炎で使用すると、 
油タンクやバーナーが過熱し、臭いや 
すすがでることがあります。 


( ^13ぺージ参照) 



11.か解修理-改造の禁止 

•故障、破損したら、使用しないでくださし、。 

不完全な修理や改造は危険です。 


12.高温部やけどに注意 

-燃焼中や消义直後は、高温部に手などふれないでくださし、。 
やけどのおそれがあります。 


13.運搬する時のを意 

•ストーブを運搬する場合は、油タンク内の灯油をないてくださし、。 

運搬の途中で灯油がこぼれて周囲を巧す 
おそれがあります。 


14.廃棄するとき 

•ストーブを廃棄処分するときは、かず油タンク内の灯油を巿販 
の給油ポンプ等でないてください。 

灯油が入ったまま廃棄するとリサイクルの 
際、思わぬ事故になるおそれがあります。 


15.ほこりを、ときどき除去してください 


ごみ、ほこりなどがつまると、異常燃焼 
のおそれがあります。 


( =!^15ぺージ参照) 





国安全のためにぶずお守りください 


A 注意に AUTION) 


16. 々の場戸斤では使用しない 

义災や予想しない事故の原因になります。 

•水平でない場所、不安定な場戸斤。振動の激しいところ。 

•風のあたる場所や出入口のそば、屋外。 

-暖炉や押し入れなどストーブが囲まれる場所。 

. ほこりや湿気の多い場戸斤。 

-不安定な物をのせた棚などの下。 

•可燃性ガスの発生する場所、たまる場戸斤。 

•直射日光の当たる場所や、高温になる場所。 

(例：熱のこもる場所、イ也の熱源の影響を受ける場所） 

-人のいない場所。（温室、飼育室など） 

-換気が十分巧えない場戸斤。 

•理容室、美容室、クリーニング店などスプレーや化学薬品を使う場所 


0 


17.可燃物との距離を離す 


ストーブと障害物や可燃物との 
距離は右図に示す寸法をずって、 
水平で丈夫な床の上で使用して 
ください。 



お願い （NCmCE) 

灯油の廃棄 

-灯油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談くださし、。 


国使用する場巧 


ストーブをま全に使用するためには、場所の選定が大切です。 


■効果的に使用するために 


•このストーブは、自然が流形ですから、冷たい外気に接する窓際や壁側に 
近い所に置いた方が効果的です。 
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国各部のなまえ 


■構造図 


巨 F 3905 


(給油□ふた） 
(ヒンジピン） 
(上梓クリップ） 

(とって）一! 
(のぞき窓用枠） 

(マイカ） 

(外筒およびギトラリー）^ 
(上梓 ） n 
(ガード） 


油タンク内に組付け 
6れています。 


部品が損耗した時は、図の 
() 名称と巨 F 390日とおつ 
しやってごミち文ください。 



本体下部（タンク部） 
I 3 BF 3905• 巨 F 3906 
共通構造 


L (置台） 

(油タンク） 
•(下枠） 


( tZ ットレパ'-) 

•(巧震自動消乂装置） 
(しん調節つまみ） 


巨 F 3906 <本体上部〉 



(とつて） 


(外筒下およびギわラリー）一 


(ホト大）—— 
(ホた小）一 



部品が損耗した時は、図の 
() 名称と BF 3906とおつ 
しやってご注文ください。 
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国使用前の準備 


■使用前の準備 


開こん 

〇段ボール箱から石油ストーブを取り出 
し、パッキング材を取り除いてくださ 
い。 

〇しんクリーナーび附属されていまず。 
捨てないようご注意ください。（図 1) 



@上梓クリップを引さ上げ本体上部を静か 
に倒し、燃焼部にかぶせてあるポ U シー 
卜を取り除いてください。（図 2) 



© 輸送中の振動で内炎板び浮さ上がって 
いることびありますので、内炎板を押 
さえつけてください。（図 3) 



©上枠を元どおりに起こし、上枠ク U ッ 
プび完全にしまるまで押してください。 
〇段ボール箱は、シーズン後のストーブ 
の収納に必要ですから、捨てずに保管 
して < ださい。 






































































































国使用前の準備 




■燃 

料 


1. 燃料は、灯油 ( JIS 1号灯油）を必ず使用してください。 

2. 変質灯油、不純灯油（巧れた油、水の混じっている灯油など）は、絶が 
に使用しないでください。灯油は必ず义気、雨水、ごみ、高温巧び直射 
日光を避けた場所に保管してくださし、。 

3. 変質灯油、不純灯油とは、 


>変質灯油 

ちい灯油（ひと夏ちち越したな油）、長 
期間曰あたりびよい場所に保管した灯 
油、長期間温度び高い場所に保管した 
な油など。特に容器の店 A たびあけてあ 
つたり、乳白色のポ U 容器で保管した 
な油は変質しやずいので必ず灯油用の 
ポ U 容器をお使い < . ださい。 


>不純灯油 

灯油じ(外の油（ガソリン、シンナー、 
天ぷら油、機械油、重油など）びほん 
のかしでち混入した灯油。 

また、水やごみび混入したな油。 






4. 変質灯油や不純な油を使用すると、 . 

参変質灯油•不純灯油を使用しますと、油の程度にわよりますび、 ] 曰〜3日日のご 
使用で、しんに多量のタールびたまって、点火のとさの火の回りびおそくなった 
り、しんび下びらなかったり、炎のムラび出たり、炎びルさくなったり、激しい 
においびしたり、異常燃焼したりします。 

•水の混入した灯油を使用しますと、給油タンクに油び残っていても火力びルさく 
なり、しんび下びらなくなったりするおそれびあります。 

♦ガソ U ン • シンナーなど揮発性の高いわのを使ラと火災の原因になります。 

5. 万一変質灯油や不純な油を使ったときの処置のしかた。 

•油タンク巧の灯油を入れ替えてください。 

•悪い油をされいに抜さ取り、良質のな油で内部を2〜3回洗ってからご使用ください。 
(悪い油び残っていますと、再発します。） 

•しんの掃除をする。 （17 ページのしんの掃除のしかたにしたびって行ってください。） 
•しんの掃除をしても効果のないときは、22ページにしたびってしんを取り替えてく 
ださい。 

•しんの取り替えはお買い求めの販売店に依頼されることをおすすめします。 


国使用前の準備 


■給油のしかた 


このス I ブのしんは綿しんです。 

から焼きしないように油量計が「0」に 
なる前に給油してください。 

1、 使用燃料 

新しい好油をお使いください。 

〇]シーズン前のな油や不純油、水の混 
じった灯油を使いますと、臭いびずる、 
すすび出る、立消えする、しんの上下 
びでさな<なることちあります。 

又燃焼不良を起こず原因にをなりまず。 

•保管場所 

好油は、必ず火気、雨水、ごみ、高温お 
よび直射日光をさけた場所に保管してく 
ださい。 

2、 給油の際の手順と注意 

石油吿の底には、水びたまっていること 
びありますので給油ポンプを少し持ち上 
げて給油してください。 

〇給油口店作こを反時計方向に回して外し 
て<ださい。（図 1) 



@給油ポンプで油量計び r 満」を示ずまで 
給油してください。（図 2) 

「満」(上は絶対に給油しないでくだ 
さし^。 



©給油口而たは油をれしないよラにしつ 
かりしめ、こぼれた油はされいに店^さ 
とってください。 


初めてご使用になる時(新しいしんの場合)は、給油後約1時間ほど待ってから 
点义してください。 

(約1時間ほどでしんに灯油がしみ込みます。） 
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国使用前の準備 


■点乂前の準備と確認 


が震白動消火装 e のセット I 

が巧自動ミ肖义装置をセットしてください 。 i 
(セットしなければ点火できません。） 


•セットの手順 

〇セツトレバーを押し上げてください。 
(図 1) 


参セットするときのをを 
•ス I -ーブは必ず水平な場所で使用して 
ください。床が傾いたり、ぐらついた 
りする所で使用しますと、対震自動消 
乂装置が作動ずることがあります。 
•ストーブに人や物びあたったり、乱暴 
に取0扱ラと巧震自動消乂装置び作動 
©しん調節つまみを「燃焼」の方向に止 することびありまず。 

まるまで回して<ださい。（図 2) 参再セットの方法 

(ずぐに点火しない時は、つまみを戻し^セットの手順と同じです。 

て < ださい。） 




国使い方 


fo 

ち側のクリッフをがし、 

本体上部を 静かに倒して下さい。 


■点 




火 


f 0 

消火装窗のレノ く'一を上に 巧し上げ セット 
する。燃焼ツマ S をちへまわしてカチカ 
チと音びすることを確認してください。 





レバーセット時 y J 
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国巧い方 



燃焼ツマミを左側へ戻し、巧お板^ 
の巧び上から 4—5 段程度が見える 
高さにしんを調節してください。 
しんを出し過ぎたが態で点乂ずると、 
ススぴ出たり、炎が消えたりしまず。 



ライター、マッチ等を用い下図のよ 
ラに3箇所程度、点火してください。 



( © 点火後は速やかに上枠を戻し、 

上枠ク U ップび 完全に締まつた事 
を確認してください。 



( 〇 本体上部び閉じた状態で黄色の炎^ 
か'全周に迴るのを待つ。 

黄色の炎が全周に迴りにくい場合 
はゆっくりと燃焼ツマ S を左ち向 
に回し黄色の炎を全周に廻す。 



( © 黄色の炎が全周に廻れば、燃焼ツ^ 
マミをゆっくりとち側へ回し、最 
適燃焼状態に調整して<ださい。 
(最適燃焼：1 cm 程度の青い炎 

が最適な燃焼状態です。） 



【を巧】このストーブのしんは、「制ですので空焼きしないでください。油星計が 「0 J になる前に給油してください。 


—I d —— 






































































































































































国使い方 




■炎の調節 


参次の写真の炎は、正常燃焼ではありません。 

そのまま使用しつづけると危険です。 
正常な状態に調節することび必要です。 


これが正常燃焼の炎です。炎の高さは 1 cm 程度です。 


参この炎は点火直後の炎です。（写真 2) 

この黄色のルさな炎や青火でもルさい 
炎で燃焼を続けまずと、しんび焼けた 
り、臭いやすすびでます。 

しん調節つまみを「燃焼」のち向にゆ 
つくり回して写真]の正常な炎に調節 
して < ださい。 


参正常燃焼のようですが炎が低すぎ臭い 
やすすが出ます。（写真 3) 

しん調節つまみを「燃焼」のち向にゆ 
つくり回して、写真1の正常な炎に調 
節してください。 
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国使い方 



•この炎はしんの出しすざです。音びし 
たり、すすび出ます。（写真 4) 

しん調節つまみを「消乂」の方向にゆ 
つくり回して、写真]の正常な炎に調 
節してください。 

(汪忌ソ 



•このように1力所だけ黄色い炎び出る 
のはそこに しんのほつれがあるか、マ 
ッチのもえがらがついている 場合です。 
ほつれ、マッチのもえびらを取り除け 
ば正常燃焼になります。（写真己） 


異常な燃焼状態（写真2、3、4、 5) で使用されますと、すすび発生します。しん 
を傷める場合びあります。 ^ 

燃焼状態によっては、大量にすすび発生し、周囲びすすで巧れる場合びあります。 
必ず正常燃焼の炎でご使用ください。 


■消乂 


通常の消火は、しん調節つまみを「5肖火」 
の方向に止まるまで回してください。 

(セツトレバーを押し下げても消火はで 
さますび、通常の消火はしん調節つまみ 
を回してください。） 

•おやすみになる時や、ストーブを使用 
している部屋をはなれる時は、5肖火し 
てください。 

隹必ず消火していることを確認してくだ 

さし、。 



■再点义 


—度消火し、再点火する場合は、燃焼部 
が'完全に冷えてから11 ぺー ジ点火の順序 
に従って再点火してください。 


燃焼部が暖かいうちに再点火しますと、 
炎が急に立ち上ったりしますので,絶タオに 
しないでくださし、。 
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国安全装置 



■が震自動消义装置 

•この装置は、地震（強震程度）または、 
これに相当する振動および衝撃を受け 
たとき「しん」び降下して消火します。 

参地震などによって作動した場合は、周 
囲の可燃物、機器の損傷、油のあ度^れ 
など異常のないことを確認した後、セ 
ットし、再点火してくださし^。（りぺ-ジ参照） 

■ 曰常の点検、手入れ（燃焼部の掃除） 


器具および、器具の周ぶはいつもきれい 
に掃除しておいてください。よごれたま 
までの使用は危険のもととなり、器具の 
寿命を縮めます。 

〇が震自動消义装置は精度の高い機構に 
なっていますので分解掃除はしないで 
くださし、。 

©内炎板の取り外し、はめ込みは必ずし 
んを下げてから行ってください。しん 
を上げたまま行いますと、しんの先端 
や内貼りのテープを傷つけることがあ 
ります。 

1 .周囲の可燃物の点検 

〇ストーブの周ぶは、常に整理、清掃し 
燃えやすいものを置かないでください。 


2 .ほこり、ごみの掃除 

燃焼部にほこりやごみが付着すると、 
れをじゃまするため、炎が凸凹になっ 
そのまま使用し続けると、空気の流れ 
蒸発量が増え、炎がどんどん伸びてす 
たり、义災になるおそれがあります。 
常に炎をよく見て、'燃'焼部をときどき 

下の写真の炎は、内炎板のル孔にほこり 
やごみが付着した状態の炎です。このま 
ま使用すると危険です。 

燃焼のための空気不足、また空気の流 
たりホい炎が出たりしてきます。 

が悪くなるため燃焼部が過熱し灯油の 
すが出てきて部屋中すすだらけにな つ 

ホ帯除してくたさい。 

下の写真の炎は、外炎板のスキ間にほこ 
りやごみが付着した状態の炎です。この 
まま使用すると危険です。 

mm 


•16 ぺージ①の掃除をしてください。 

•16 ぺージ⑤の掃除をしてください。 


— 15 — 


国曰常の点検、手入れ（燃焼部の掃除) 


〇内炎板内外面のほこりやごみは、週に 
1回が上やわらかなブラシで取り除い 

てください。 （図 1) 内炎板のル孔に 
ほこり（図4のほこり®)やごみび付 
着したままご使用になりまずと、臭し"》 
やすすの原因になります。 



@しん外筒や外炎板（図 2) のほこりや 
ごみをブラシでよ < 掃除して < ださい。 



©図3のように細い針金の先を巧げ外炎 
板のすきまのごみやほこり（図4のほ 
こり®)ちよく掃除してください。 



〇しん外筒上面に付着したカーボンは、 
器具をいためめ様に気をつけてけずり 
おとして < ださい。 

©対震自動消火装置に付着したほこりや 
ごみはブラシかやわらかな布で拭きと 
つて <ださし、 


@置台の上のほこりをおさとってくださ 
し、ほこりびたまっていると、内炎板 
に吸い上げます。 



※触媒の手入れは特に必要ありません。 

本製品は排気ガス中の一酸化炭素濃度を低 
減させるため、触媒を使用しています。 

使用状況によっては触媒にすすび付着する 
ことびありますび、正常燃焼を継続するこ 
とにより、徐々に元の状態に戻ります。 

また、触媒は衝撃に弱く、壊れやすいため、 
取り扱いには充分にご注意ください。 

材質の性質上、数 su の割れ•欠けのある 
場合びありますび、品質上問題ありません。 
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画日常の点検、手入れ（燃焼部の掃除) 


3. 油漏れ、油のたまり、油のにじみ 


〇給油するとさ、タンクや置台上に油び 
こぼれたり、たまったりしたときは巧 
でされいに店\さとって<ださい。 


©ゴムパッキンなどびいたんで油びにじ 
んでさたら、新しい部品と交換してく 
ださい。 


4. しんの掃除 


しんの先端に力ーボンが多くが着してき 
たり、点火しにくかったり、火のまわり 
が遅い時、臭いや赤火をともなってきた 
ら掃除してください。 

〇上枠を倒し、しんをいっぱいに下げて 
から内炎板を外してください。（図1 ) 



@しんク IJ ーナーをしん外筒にかぶせし 
んクリーナーがわずかに持ち上がるま 
で しんを上げてください。 

©しんク IJ ーナーを押しつけなびら、し 
ん外筒上面にそってち方向（時計回 
り）に回してカーボンをけずり取って 
ください。（図 2) 



•しんをけずる時は、強い力をかけたり、 
しんの出しずざにを意してください。 

©しんクリーナーをかけた後のしんの先 
端は、指などでなでつけるなど、突起 
物びなく、滑らかな状態に保って<だ 
さい。（図 3) 


f 3 〈しん断面図〉 
角びとれた滑らかな状態 



角びガサガサしている 




〇 

X 



@しんを下げ、落ちたカーボンをやわら 
かな巧等でされいにおさ取り、内炎板 
をセツトして<ださい。 
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画日常の点検、手入れ（燃焼部の掃除) 


5. しんの繰り出し-しんの出がすくなくなった時 


しん調節つまみをいっぱいに回してち、し 
んの出び少なく、正常燃焼しないとさは、 
次の要領でしんを一段繰り出してください。 
•しんを新しく交換した時や、最初にし 
んび正常にセツトされているとさは、 
しんの繰り出しは2〜3回できます。 
•繰り出しびでさなくなったときは、新 
しいしんと交換してください。 


〇上枠を静かに倒し、カバー両側面のねじ \ 
を外してカノ（一を取りはずしてください。 



^対震自動消乂装置の振テを手で押して 
消火装置を作動させてください。 


(操作中に歯車び急に回転し危険なこ 
とびありまずから必ず作動させてくだ 




黄八ンドルを押さえ、クラッチ八ンドル 
を手前に引さ、そのままち方向に]目盛 
り回し次の数字にします。数字び上び 
つたら手をゆるめ、クラッチ八ンドルを 
黄八ンドルにはめてください。 



クラッチ八ンドルを手前に引いた状態。 
例えば ] のとさは2 


2のとさは3 
3のとさは4 


12のとさは] 

•これでしんは1段繰り上びりました。 

•クラッチ八ンドルの数字は、八ンド 
) レの位置を示しているだけで数字そ 
のをのには意巧はありません。前の 
例のように数字を増やせばしんは繰 
り上げられ逆に数字を減らしてゆけ 
ばしんは繰り下げられます。したび 
つて最初のしんセット位置は、かな 
らずしち「]」にならなくてもさし 
つかえあ0ません。 
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画曰常の点検、手入れ（燃焼部の掃除) 





' @一段繰り上げた時のしんの出具合は、 


ごを意 


内炎板の穴び1〜2列見える程度び目 


参クラッチ八ンドルは、しんの交換、し 


女ごす。 ^ 


んの繰り出しの時じ(外は弓1っ張らない 


加扁 V 


で < ださい。 


■ 


参しんを上限まで上げたまま使用します 




と異常燃焼をおこすことびありまずか 


- -if 


ら注意してください。 


--^ 


(点火ち法^] 1ページ参照） 





V y 
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画曰常の点検、手入れ（燃焼部の掃除) 


6. 力ードのとりはずし 


•ガードのはずし方 

〇掃除などでガードをはずすとさは、次 
のち法でおこなってください。 

ガードは前と後とに2分割になってい 
て、それぞれ4力所のフックで上枠の 
支なにひっかけて止めてあります。 
はじめにガードを止めている金具をは 
ずしてください。 

(図]) 



@つぎにガードの4力所のフックを上枠 
の支柱からはずしてください。 

ち又は左どちらか一方を図の矢巧のよ 
うに引けばはずれます。（図2— 1、 
2 - 2 ) 




•ガードのつけ方 

はずしたとさと反対にち又は左どちらか 
一ちを上枠の支せにフックをひつかけて 
反対側を押してパチンとはめてください。 
(図 3) 



ガタガタしているとさは、もう一度はず 
して下図のように、ガードをすこし巧げ 
てから取り付けてください。（図4 ) 



を4力所ひっかけてとめてください。 




し江思 


•ガードは必ず取り付けた状態でお使い 
<ださい。 

•持ち運びの際はとつてを持つて運んで 
ください。ガードを持つと、はずれる 
ことびあり危険でず。 
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(対震自動消义装置の点検) 


7. が震自動消乂装置の点検 

月に2〜3回、ストーブび燃焼しているとさ、 

置台を強く動かして、巧震自動消火装置び 
作動し消乂することを確認してください。 

具合の悪いとさは、しん及びしん上下装置 
を点検してください。 

1 


国定期点検 


長期間ご使用になりますと、機器の点検び必要でず。2シーズンに1回程度、シーズン終了 
後などに、お買い上げ店、または修理資格者〔（財）曰本石油燃焼機器保守協会 （巧 日3-3499- 
2928) で行ラ技術管理講習会修了者（石油機器技術管理±)など〕のいるお店などに点検依頼 
されることをおずすめします。 

国故障、異常の見分け方と処置方法 


下表は簡単な故障とその原因および処置ち法を表にしたちのです。各項目をご覧の 
上、原因項目と現象項目の合致ずる姻置の仕方をご覧<ださい。 


\ 現象 

原因 \ 

点 

火 

し 

な 

し） 

し 

に 

< 

し^ 

ホ 

火 

や 

ず 

す 

か 

出 

燃 

え 

る 

消 

火 

し 

な 

し、 

に 

お 

し^ 

び 

す 

る 

炎 

び 

か 

た 

ぶ 

る 

し 

ん 

び 

で 

か 

ら 

な 

し^ 

炎 

び 

ふ 

さ 

< 

な 

ら 

な 

し^ 

し 

ん 

の 

上 

下 

の 

操 

作 

び 

重 

し、 

乂 

の 

回 

D 

び 

遅 

し） 

乂油 
び夕 
消ン 
えク 
るに 
油 
び 
态 
る 
の 
に 

炎 

び 

切 

れ 

て 

し） 

る 

部 

分 

的 

火 

に 

な 

る 

し 

ん 

の 

消 

耗 

び 

激 

し 

し^ 

処置方法 

畢 

しんの出び少ない 

★ 

★ 


★ 



★ 





★ 


しんを上げる又は交換 

しんを出し過ざている 

★ 

★ 

★ 

★ 





★ 


★ 


★ 

しんを下げる 

外筒（燃焼筒）の据わりび悪 
し、（完全に閉まっていない） 


★ 


★ 





★ 



★ 


外筒（燃焼筒）をしっ 
か0閉める 

しんの出（高さ）び不揃い 




★ 

★ 







★ 


しんク1」ー ナ ーで切り 
そろえる 

乂力をルさくし過ざている 


★ 


★ 

★ 


★ 


★ 



★ 


しんを上げる 

変質灯油（巧れた油や、ポリ 
容器で1年持ちこした油など） 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 



良質の巧油と交換す 
る。及びしんの交換 

しんび巧れている 
しんにタールび溜っている 

女 

★ 


★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

女 

★ 

★ 


しんク U —ナーで切り 
そろえる 

しんにカーボンび付着して 
いる 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 


★ 

★ 



★ 


カーボンを取り除く 

燃料び不足している 

★ 






★ 


★ 




★ 

燃料を入れる 

燃料に水分び混じっている 

★ 



★ 


★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 


★ 

良質の灯油と交換す 
る。及びしんの交換 

内炎板やしん外筒にほこり 
びつまっている 


★ 


★ 

★ 




★ 


★ 

★ 


ほこりを取り除く 

しん外筒の固定び均一でな 
い 



★ 


★ 

★ 


★ 




★ 


均一に締めなおす 

しめさった部屋で使用して 
し啼 




★ 

★ 






★ 



とさどさ換気する 

外炎板にほこりびつまって 
いる 


★ 









★ 

★ 


外炎板の掃除をする 


上記の処置方法により処置してを良くならない場合には、お買い上げの販売店まで連絡してください。 


点検の結果、機器の原因に基づく異常の場合は、そのままにし、直ちに販売店等に連絡してください。 
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国部品交換のしかた（しんの交換) 


1. しんの交換 


A 迁后、 _ 

しんの交換時は、必ず手装を着用してくださし、。 
誤ってけがをするおそれがあります。 


•替しんは必ず J に合格ラべ 
ルのついた当社指定の替し 
ん （16 LP ) をお買い求め 
ください。 



参しんは消耗品です。繰り出しび出来な 
くなった時や、しんの片側びひどく減 
つてしまった時は新しいしんと交換し 
て < ださい。 



0内炎板を外してください。 





( ©しん外筒を外してください。 


• しん外筒の取り外しは固い場合び 
ありますので、 手袋をはめて 取り 
外すようにしてください。 



カバー両側面のねじを外し、力 
ノ（一を取り外してください。 
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国部品交換のしかた（しんの交換) 


クラッチ八ンドル（※りを手前に’ 
引いた状態にして、ギアび空転す 
るまでつまみをちに回してくださ 
し、クラッチ八ンドルの「6」を 
真上にしてください。 



(上か S 見た図） 

開いている 
クラッチ八ンドル/ 





黄ハンドル 

il - 



蒙っ 


まみ 


クラッチ八ンドルを手前に引いた状態。 


参クラッチ八ンドルと黄八ンドルび離れ 
づらい場合びあります。両手で平行に 
I 引っぱってください。 


f ©タンクから、しんとしん押えを抜 
さ取り、ちいしんを、しん押えか 
ら外してください。 


しん押え 




V 取り外してください 


f ©新しいしんの爪を、しん押えの 
長穴にセツトしてください。 
しんの先端を傷めると、ススや 
赤火の原因となりますので、取 
扱いにご注意ください。 



しんのすそ 戶听 しんのホ师 i 


广 

©新しいしんのこつに割れたすそ 
を、しん案内筒にかぶせタンク 
に入れてください。 

しん内側の黄色テープびしん案 
内筒に引つかかってめくれない 
ようま意してください。 
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国部品交換のしかた（しんの交換) 



しん押えのラック(歯板)をギア 
と案内板の間に入れ機2)、 
ギアとラックの歯をかみ合わせ 
て < ださい。 



^ ⑩クラッチ八ンドルを手前に引い ^ 
た状態にして、つまみを左に止ま 
るまで回し、しんを下げてくださ 
し、 

(ギアとラックびかみ合っていな 
い場合はしんび下びりません。） 



^ © クラッチ八ンドルを手前に引い 、 
た状態で、黄八ンドルを^印の 
方向に回して、八ンドルのホい 
線をクラッチ八ンドルの「3」に 
合わせてください。 
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国部品交換のしかた（しんの交換) 


⑩内炎板としん外筒をセツトしてくだ 



<しんの高さが適切でない場合> 


さし、 


ホマーク 



しんの局さが局いとさ 

手順®に従い、クラッチ八ンドルの 
数きを「3」から「2」に合わせ直 
してください。 

しんの高さが低いとさ 

もラー度手順©からやり直してくだ 
さい。 

新たにしんをセットしなおす必要は 
ありません。（手順©、®を省略） 


•しん外筒をセットするとさは、しん 
外筒をはめ込み、ち方向に回して、 
「赤マーク」び合うよラにしめつけ 
てください。「赤マーク」び合って 
をゆるいとさは、をっとしめつけて 
ください。 

•しん外筒をセットした時は、念のため 
しんを一杯に上げ、しん外筒び持ち上 
びらないことを確認してください。 

•しんび上びった状態でセットレバー 
を下げるか、振テを指で押して対震 
自動消火装置によって、しんびすっ 
と下びるか確認してください。 


©つまみを左いっぱいに回し、しんび 
図] 4の状態から約2日 mm 下びるこ 
とを確認してください。 

確認後、本体上部をセットしてくだ 
さい。 

くしんが下がらない場合> 

もう一度手順©からやり直してくだ 
さい。 

新たにしんをセットしなおす必要は 
ありません。（手順©、®を省略） 


セットレバーを上げ、つまみをちい 
つぱいに回してください。 

手を離したとさに図14のように内炎 
板の穴び1〜2列見える位置び適切な 
しんの高さです。 


… 図14 

♦ ♦ ♦ • ■■••♦•■■け"…、 

の，ぶ、も械去 




セツ トレバーをあげてつまみ 
を右に止まるまで回す 




参新しいしんに、灯 
油が充分しみ込む 
まで、約1時間ほ 
ど待ってから点义 
するよラにしてく 
だ さし、。 


•交換でさない場合はお買い上げの販 
売店又は修理資格者 （ （財）曰本石 
油燃焼機器保守協会で行5技術管理 
講習会修了者（石油機器技術管理±) 
など）のいる販売店にご相談くださ 
し、 
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国な管（長時間使用しない場合) 


おしまいになる前に来シーズンもすぐ使用できるよう、よくお手入れをしてください。 

〇内炎板内外面のほこりをブラシで掃除してください。 

©しんク U —ナーでしんを掃除して<ださい。 

© しん外筒上面のカーボンをけずり落してください。 

©油タンク周りや置台のほこり、ごみ、油こぼれをされい 
に拭き取ってください。 

©その他、上枠、マイカ、下枠等の巧れをされいにしてく 
ださい。 

©対震自動消乂装置は必ず作動させ、しんを下げてくださ 
し^。 

©使用中のな油は、油タンクから抜さ取り、新しい灯油で 
洗ミきし、しん外筒の上からうすいビニールかポ U 袋など 
をかぶせ、しんび乾燥しないように保管してください。 

石油ス I -ーブと附属品（しんクリーナー）をポリ袋に入れ、捆包用段ボールに収納し、 
湿気のない安全な場所に保管してください。 

©灯油を長期間保存しておさまずと、変質ずることびありますので、でさるだけ使い残 
しのないようにしてください。万一灯油を使い残した場合には、金属容器に入れ日光 
の当らない、暗くて涼しい安全な場所に保管してください。 


輪ゴム 



国化 様 


型式の呼び 

巨 F 3905 

巨 F 3906 

種 類 

しん式-自巧通気お-自巧巧流お 

点乂 方式 

マッチ点火 

使用燃料 

な油 （J IS 1号巧油） 

燃料消費量 

2.68 kW (0.26 L / h ) 

暖房出力 

2.68 kW 

油タンク容量 

4.1 L 

燃焼継続時間 

約15時間 

標準適室 

11.5 〜 16.5 rTf (7 〜 10畳） 

外形ブ法（置 台を含む） 

高さ551 X 幅 388 X 奥行405 ( mm ) 

質 量 

8.5 kg 

8.8 kg 

しん 

種 類 

筒しん（綿しん） 

D 乎びブ法 

内径 75.3 mm 厚さ 2.7 mm 

安全装置 

巧震自動消义装置 

附 属 品 

しんクリーナー、専用収納袋 


— 26 — 
































































